
S … 目標を上回る結果となった
A … 目標通り達成した
B … 達成したが課題が残っている
C … 達成できなかった

達成
状況

実施結果

1 A

　親子で参加する体験型ワークショップを４回
実施し、座学と違い、体験を通して「自助」の
重要性について啓発を図りました。
　また、防災組織や日本語学校などにて出前行
政講座を22回実施し、防災知識や意識の向上を
図ることができました。

2 A

　10月29日に岳洋中学校をモデルとした感染症
対策訓練を実施し、12月の地域防災訓練におい
てモデル訓練を参考に各避難所にて訓練を実施
しました。

令和４年度 危機管理部 重点施策の実施結果

総　 括

「自助」「共助」「公助」の充実を図り「防災力を高めるまちづくり」を推進しました。

・自分の命を守るための防災知識の向上を図るため、ワークショップや出前行政講座を実施したことで、新型コロナウイルス
感染症の影響により参加者が減少する中でも目標を達成しました。今後も引き続き、ワークショップや出前行政講座により
「自助」の強化を図ります。
・避難所においては、感染症対策が最も重要となることから今回のモデル訓練を参考にして、各避難所での対策を進めていく
必要があります。この感染症対策については、避難所運営が安全に行えるよう引き続き訓練を重ね「共助」の強化を図りま
す。
・各防災倉庫における資機材については、コロナ感染症対策備品の増加に合わせた点検整備により、機能性の充実を図ること
ができました。引き続き、維持管理を適切に行い災害に対しての備えを図ります。また、ここ数年のコロナ禍において、各訓
練などが中止や規模縮小となっていることから、今後はコロナ禍前の規模に戻すとともに、感染症対策を踏まえた「公助」の
強化を図ります。

重点施策・事業 取　組　内　容 達成目標

①体験型ワークショッ
プを４回実施します。

②出前行政講座を20回
以上実施します。
（令和３年度15回）

「共助」
　
（危機管理課）

　【共助】避難所運営委員会と、感染
症対策に重点を置いた避難所運営訓練
を実施します。また、女性向けの防災
講演会を開催し地域の防災力の向上を
図ります。

　令和４年12月末まで
に避難所における感染
症対策訓練を２回実施
します。
（８月モデル訓練・12
月地域防災訓練）

「自助」
　
（危機管理課）

　【自助】親子で参加する体験型防災
ワークショップなどを開催するほか、
マイタイムラインの作成のための出前
行政講座を行う中で「いのちは自分で
守る」ための防災知識や意識の向上を
図ります。
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実施結果重点施策・事業 取　組　内　容 達成目標

3 A
　市内46箇所の倉庫の点検・整備を実施し、災
害時迅速に装備品が使用ができるよう倉庫内の
整理及び資機材の点検を行いました。

「公助」

（危機管理課）

　【公助】新型コロナウイルスへの対
策として従来の資機材に加え感染症対
策用品の備蓄を進める。
　また、市内各避難所や拠点倉庫(各
コミュニティセンター、小中学校等）
に備蓄する資機材が非常時に迅速に使
用できるよう、適正な備蓄や保管、管
理を行います。

　避難所や拠点倉庫・
備蓄倉庫47箇所の点
検・整備を実施しま
す。


